
台風２１号の被災概要①
■平成２９年１０月台風２１号について

○台風２１号は10月23日3時頃に超大型の強い勢力で静岡県御前崎市付近に上陸し、東海及び関東地方を北東に進み、
同日9時には福島県沖に抜けた。

○降り始めからの総雨量は、三重県内で800mmを超えたが、関東では南部や伊豆大島で350mm以上を記録した。
○台風の接近に伴い、太平洋の海上は猛烈なしけとなり、静岡県石廊崎で過去最大の有義波高14.6mを記録した。

※図・グラフは気象庁ＨＰより 有義波高

925hPa
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台風２１号の被災概要②
■平成２９年１０月台風２１号による被害について

○関東（山梨・長野含む）では、家屋の床上浸水125棟、床下浸水334棟の被害が発生（消防庁ＨＰより）。
○国管理河川では、中川（利根川水系）、都幾川（荒川水系）、多摩川本川の３河川で氾濫危険水位を超過し、利根川

本川、入間川（荒川水系）、大栗川（多摩川水系）の３河川で堤防や河岸に被害が発生した。
○都県管理河川では、利根川水系９河川、荒川水系６河川、その他の水系１５河川で氾濫危険水位を超過し、埼玉県

を中心に２０河川の沿川で浸水被害が発生した。
○関東管内で土砂災害警戒情報が発令され、かつ避難指示又は避難勧告が発令された自治体は４０自治体にのぼり、

自治体からの要請を受け、排水ポンプ車を５自治体に計８台を派遣した。

○直轄国道は国道２０号の３箇所と国道１号の計４箇所で通行止めが発生し、国道１号（西湘バイパス）の大磯西ＩＣ
付近では、越波による擁壁の崩壊等が発生し、現在（11月15日時点）は対面通行規制となっている。

西湘バイパス下り線の被災状況

排水ポンプ車による排水状況
（埼玉県ふじみ野市）

被災範囲 下り線
Ｌ＝約４１６ｍ

至：小田原

至：横浜

支援要請の状況
自治体名 支援要請内容 派遣元事務所

 茨城県ひたちなか市  排水ポンプ車１台  常陸河川国道
 栃木県小山市  排水ポンプ車３台  利根川上流河川

 関東技術
 荒川上流河川

 排水ポンプ車１台
 照明車１台

 山梨県南アルプス市  排水ポンプ車１台  甲府河川国道

 関東技術

 排水ポンプ車２台 埼玉県ふじみ野市

 埼玉県川越市


